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研究分野：数物系科学 
科研費の分科・細目：物理学 数理物理・物性基礎 
キーワード：物性理論、ゲージ理論、トポロジー、超伝導・超流動、絶縁体 
 
１．研究計画の概要 
 
ゲージ場の理論の手法を基礎として、凝縮系
物理学に関連するテーマを幅広く扱い、根本
的な理解や新しい現象の予言などを行うこ
とが目的である。 
 
２．研究の進捗状況 
 
これまでの成果として、(i)2-gap 超伝導体に
おける無理数磁束を持った渦の存在の予言、 
(ii)断熱課程とチャーン位相普遍量の間の一
般的関係、(iii)カイラル p-波超伝導状態のカ
ー効果と動的ホール伝導度の間の関係、およ
び不純物効果に関する研究が挙げられる。現
在は、量子スピンホール系の電磁気応答に関
する研究に着手している。 
 
３．現在までの達成度 
 
○1 当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
上述の成果は当初の予想以上に幅広く多岐
にわたり、いずれも凝縮系物理学、とくに、
量子渦や量子（スピン）ホール効果に関する
根本的な問題と密接に絡んでいる興味深い
テーマであるため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
今後は量子スピンホール系の電磁気応答に
関する研究にテーマを集中し、新現象の予言
を目指す。この分野は最近著しい発展を遂げ
ている、凝縮系物理学の中でも最もホットな
トピックの一つである。 
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